























Tensions & Conflicts between Tourism Design and Community Design: 
Focusing on Dissolution of the “KINOSAKI” Spa Land Company 























































































わち城崎温泉土地建物（以下当社と略）は大正 8年 11 月 28 日「城崎町に於ける温泉旅館土地建
物の経営及売買並に賃貸借其他之に附属せる諸種の営業諸興業料理業兼物品販売公市社債及諸株
式売買及一般信託業を営む」（総覧，p70）目的で、大阪の株式取引所仲買人「植木米蔵氏等一派
の発起に依り」（T8. 12. 5 内報③）資本金 100 万円、25 万円払込、2万株で城崎町に設立された。
大正 8年 10 ～ 11 月という時期は「一日一社の割合で新会社が製造される。最も多いのは土地建
物。コノ二月間に出来たものの資本金無慮四億一千万円」（T8. 11. 25 大毎）と言われるほど、大
正バブルの絶頂期に当たり、新設 71 社の業種別内訳は「土地建物会社の十三社を最多とし炭鉱
会社の十一、工業に属すべきもの十社、紡績織物九社など多数を占め」（T8. 11. 25 大毎）ていた。
























　専　務　　 林清市［大阪市東区高麗橋 2、1,000 株（#6）、生瀬別荘土地取締役、当社代表取締
役（要T11，役上 p74）、大正 14 年には当社監査役、昭和 8年では金光温泉代表取締
役、砂川温泉土地取締役、山陰商事監査役、大日本興業取締役（要 S8 役上 p59）］
　取締役　　 象佐太郎［大阪市東区北浜 3、当社取締役のみ（要T11，役中 p74）］










































を開始した。「城崎ホテル」の館主名は林清市（当社代表取締役）、電話城崎 29 番⒁、室数 26、総


























価した。ホテル開業時期が『城崎物語』記載の大正 11 年ではなく大正 12 年 8 月 1 日から 13 年

















　　同　　　 豊田善次郎［大阪府鷲洲町浦江、当社取締役のみ（要T11，役上 p112）、T14/7 には
持株なし（#6）、紳T11 なし］
　　同　　　 山川吉太郎［大阪市南区末吉橋通 4-19、1,000 株（#6）、千日前T9/5 期 1,500 株（千
日前#1営，p15）、④ 1,920 株。帝キネ専務、大正 13 年 1 月千日前代表取締役 11,900
株主（千日前#6 T13/11）］
　　同　　　 大和藤兵衛［千日前代表取締役T9/5 期 690 株（千日前 #1 営，p15）、③ 2,520 株　
帝キネ取締役、T14/7 には持株なし（#6）、大正 13 年 6 月千日前の役員辞任、200
株主（千日前#6 T13/11）に大幅後退、金融業、大阪市議（紳T11，p204）］




　監査役　　 田中胡四郎［田中元七の兄。千日前 320 株主（千日前T9/5）大阪千日前土地建物各
監査役（要 S8 役上 p197）、大阪野江土地建物監査役（株式T10，p725）、T8/5 キャバ
レー・ヅパノン 200 株（#1 営）、九州新天地土地建物にも関係］
　その後大正 13 年ころに登場する新役員（株式T14，p388）は以下の通り地元ないし近隣町村の
人物である。
　取締役　　 長耕作［兵庫県香住町、300 株主（#6）、金光温泉取締役（要 S8，役上，p96）、明治
20 年生れ、大正 11 年香住漁業組合長、12 年香住村長に就任し、香住漁港建設に尽
力、昭和 4年死亡（『兵庫県人物事典下巻』のじぎく文庫，昭和 43 年，p56）
　取締役　　 山本宇一［兵庫県美方郡浜坂町、共立商工銀行監査役のみ（要T11，役中 p201）大
正 13 年 9 月取締役辞任、持株なし（T14/7#6）］
　取締役　　 坂本誠一［兵庫県城崎町湯島、200 株（#6）、名誉助役（町史，p739）、室数 13 室、







　なお田中胡四郎（T14/7300 株）は大正 13 年 9 月監査役を辞任した。また非役員株主として林









































































器損害其他」8,971 円、「同焼失家屋四十六戸」90,918 円の合計で約 10 万円に達した上、月ノ湯
温泉で 481 円、城崎ホテルで 1,363 円と、期待した新設 2部門でも計で 1,845 円の欠損を計上す
るなど、T14/7 期の当期欠損は 156,482 円と払込資本金の 3割にも達した。約 1.8 万坪あった「当

















T15/7 期の当期欠損は 25,994 円と震災関連の約 10 万円の特別損失を含み 156,482 円だった前期
よりも大幅に減ったものの、城崎ホテルを中心とする「賃貸料」収益 7,200 円に対して、営業費
が 7,532 円に上り、ホテル欠損は 211 円と依然として採算ラインには届いていない。
9．当社株主の動向と兵庫農銀との関係
　当社株主数の推移を見ると、大正12年7月末114名、13年7月末109名、14年7月末59名（#6）、
15 年 7 月末 62 名（#7）と激動している。13 年から 14 年にかけて株主数が半減した理由は 1位
株主の①向井浅吉（大阪）T14/7 期 6,970 株（発行株数 2万株の 33.35％）、2 位の新田佐平（兵庫）




に述べてみたい。まず大正 14 年 7 月期の当社「第六回営業報告書」には 13 年 12 月第 5回株金
払込（2円）を決議し、北但大震災（14 年 5 月 23 日）の 2か月前の同年 3月 10 日を期限として徴
収した。震災前にもかかわらず、相当の失権株が出た。被災した城崎の本店機能不全を代替する
ため、震災 3日後の 5月 26 日には早くも林清市の自宅と思しき「大阪市東区高麗橋二丁目二十
四番地ニ出張事務所新設」（#6）し、競売の準備に臨み 6月 25 日「商法ノ手続ヲ経タル失権株式
競売」（#6）を実行した。失権株競売を含む 14/7 期の「株式名義書替十四件　此株数一千四百株」
（#6）（1件当り＠ 100 株）と、翌 15/7 期の「四件　此株数五百六十株」（#7）（1件当り＠ 140 株）の 2．










に小松と、14/7 期筆頭株主の向井浅吉（大阪 6,970 株）、二位の新田佐平（兵庫 6,240 株）という属
性未詳の圧倒的二大株主との間になんらかの関係があるとみるのが自然である。
　小松土岐四郎（兵庫県武庫郡大社村）は岡山県平民小松市次郎の弟に生れ、特殊銀行たる兵庫県








































ベキヲ確信セラル」（#7）と復興需要に淡い期待を込めていた。昭和 3年 7 月の公文書に当社の
名前が登場し、町史・史料編にも収録されている。西村町長退職に伴う「吏員事務引継一件」に
［表－ 1］　城崎温泉土地建物の財務諸表（大正 12 ～ 15 年）
貸借対照表 単位千円
12/7 13/7 14/7 15/7 増減 12/7 13/7 14/7 15/7 増減
土地建物 634 634 543 544 △90 借入金 181 200 206 236 ＋55
什器 18 19 16 16 支払手形 5 23 12 19 ＋14
利子 0 18 1 0 未払金 20 16 34 22 ＋2
その他 14 22 38 33 ＋19 その他 3 2 2 6 ＋3
小計 666 693 598 603 △63 資本金 457 459 500 500 ＋43
当期損失 0 7 156 26
繰越欠損 0 0 0 164 負債資本計 666 700 754 783 ＋117
損益計算書
貸地貸家料 4 4 3 7
営業費 15 10 11 8
月ノ湯損失 0 2 1 0
ホテル欠損 0 0 1 0
震災損失 0 0 100 0
建設費其他 0 0 8 0
農銀利子 0 0 38 26
土地評価組入 11 0 0 0
差引当期損失 0 7 156 26


















　『帝国銀行会社要録』昭和 5年版の金光温泉［城崎町今津、設立大正 8年 11 月、資本金 100 万























































成 13 年 3 月
⑵⑷　野崎左文『日本名勝地誌第七編』博文館，明治 29 年，p312。城崎の旅館経営に関して浦達雄氏の先












と不動産銀行の機能─兵庫県農銀の融資基盤の考察─」『地方金融史研究』第 31 号，平成 12 年 3 月、史
料…川島武宜監修・北条浩編『城崎温泉史料集』城崎町湯島財産区，昭和 43 年、TK（回数）…TK生の
連載記事。大正 4年 5～ 8月大毎。
⑸　松川二郎『近畿日帰りの行楽』大文館，昭和 11 年，p407
























⒆　『兵庫県農工銀行合併調査報告書』昭和 12 年 1 月（植田論文，p65 所収）






23　昭和4年 12月 20日『官報』第894号付録，p20～ 21には豊岡区裁判所城崎出張所の商業登記として「昭
和四年九月二十二日商号ヲ左ノ通リ変更ス。金光温泉株式会社」が昭和 4年 10 月 5 日登記されている。
24　拙稿「近江商人系資本家と不動産・観光開発─御影土地を中心として─」『彦根論叢』第 375 号，平成
20 年 11 月参照
25　京畿鉄道は田中真人，宇田正，西藤二郎『京都滋賀・鉄道の歴史』京都新聞社，平成 10 年 p309 ～ 310
参照
26　拙稿「ハイリスクの温泉権等に投資した地元銀行・県外信託の観光デザインの結末─越後・松之山温泉
の温泉権一括譲渡を素材として─」『彦根論叢』第 394 号，平成 24 年 12 月参照。
27　拙稿「“観光デザイナー”論─観光資本家における構想と妄想の峻別─」『跡見学園女子大学マネジメン
ト学部紀要』第14号，平成24年 10月、「“擬似温泉”ビジネスモデルの興亡─観光デザインの視点から─」
『跡見学園女子大学観光マネジメント学科紀要』第 3号，平成 25 年 3 月参照。
28　筆者も自治体史編纂の末席を汚した数少ない体験から類推して、『城崎町史』でも地域に残る旧家の文
書群の発掘整理解読作業に日夜格闘された結果でも営業報告書はもちろん当社の記録すら乏しかったのか
と想像される。おそらく当社がコミュニティと隔絶した位置関係にあったためであろう。
